
百生　敦　教授（多元研）
■高感度Ｘ線位相イメージングによ
る医療材料・デバイスの可視化
　軽元素からなる生体軟組織や高分子
材料の三次元構造を、波の性質を駆使し
て可視化するＸ線位相イメージング技
術に基づき、新規医療材料・デバイスの
構造解析に貢献する。

藪　浩　准教授（多元研）
■自己組織化とバイオミメティック
マテリアルデザインによるバイオ材
料の創製

　生物模倣と自己組織化によりバイオ
マテリアルとして機能する多孔体ス
キャフォールドや微粒子材料の創製を
図る。

稲葉　謙次　教授（多元研）
■細胞におけるタンパク質品質管理
システムの分子構造基盤

　細胞が備える巧妙なタンパク質品質
管理の仕組みについて、構造生物学・生
化学・プロテオミクス・細胞生物学的
手法を駆使し、徹底的に解明します。

金原　数　教授（多元研）
■有機化学的手法による生体機能物
質の開拓

　有機合成化学的手法により生体分子
の機能を模倣した機能性分子を開発す
る。また、タンパク質の化学修飾により、
水中ではたらく分子デバイスの探索を
行う。

田中　寛　教授（資源研）
■オルガネラ由来テトラピロール分
子による生体制御技術の開発

　ミトコンドリアなどで合成されるテ
トラピロール分子の、生体シグナルとし
ての機能を解明し、細胞の増殖や代謝活
性の人為的制御を目指す。

酒井　誠　准教授（資源研）
■赤外超解像イメージング法による
生体分子のナノ空間機能解析

　ミクロな領域において多くの分子が協
調的に連動して発現する生体分子機能
を、分子構造を基盤に理解するために、赤
外超解像イメージング法の開発およびナ
ノ空間機能解析法の確立を目指す。

永次　史　教授（多元研）
■医療への展開に向けた遺伝子発現
制御に対する人工機能分子の開発

　我々は遺伝子発現を化学的に制御す
る人工機能分子の開発に関して研究を
行っている。これらの分子は分子標的治
療薬として展開可能であり、医療への応
用を目指し研究をすすめていく。

高橋　聡　教授（多元研）
■一分子時系列観察法を使ったタン
パク質の構造および機能の解明
　私たちは、タンパク質が自発的に折り
畳まれる過程や、機能を発揮するメカニ
ズムを解明することを目的として、タン
パク質の構造や運動性を一分子レベル
で観察する新しい研究手段を開発して
います。
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齋藤　正男　教授（多元研）
■小分子によるヘム関連酵素活性制
御機構の解明　

　種々のヘムを含む酵素活性を制御す
る小分子の探索し、その制御機構を分光
学・構造生物学などの手法を用いて解
明する。　

石島　秋彦　教授（多元研）
■光学顕微鏡による生体分子の機能
の 1分子レベルでの解明

　光学顕微鏡を基本とした新しい計測
システムの開発を行っています。この計
測システムを用いて、生体分子の動作原
理の１分子レベルでの解明を目指す。

小松崎　民樹　教授（電子研）
■階層性、適応性、因果性を内包する
生命システムの動態解析基盤

　状態変化における「偶然と必然」の原
理を解明するとともに、生命機能の階層
性、適応性、因果性などを俯瞰する、予測
可能な「生命動態システムのための定量
解析基盤」を創出する。

根本　知己　教授（電子研）
■新たなバイオイメージング法の開
発と脳神経、分泌の生理機能
　2 光子顕微鏡による in vivo 生体深部
イメージングや超解像イメージング法
を推進し、分泌細胞や脳・神経回路機能
の分子機構の解明や、がん、皮膚、骨組織
等の疾患の解明に向けた基礎研究を実
施する。

西野　吉則　教授（電子研）
■コヒーレント X 線を用いた物質
深部のナノ構造解析

　放射光や自由電子レーザーなどの先
端的コヒーレント短波長光を用いて、物
質深部を非破壊でイメージングするこ
とにより、マクロな機能とナノ構造との
関連を明らかにする。

玉置　信之　教授（電子研）
■光駆動分子機械の合成

　フォトクロミック分子の光エネル
ギーによる繰り返し構造変化とモー
タータンパクの仕組みを組み合わせて
光エネルギーで駆動する分子機械の創
製を目指す。

　一分子可視化、細胞内イメージング、構造解
析を駆使した生命機能解明、ならびにそれらの
機能情報と合成化学手法を融合したドラッグデ
リバリーシステム構築や、遺伝子診断デバイス
開発などを行います。さらに生命機能と材料科
学を融合したバイオミメティックス材料創製な
ど、生命機能解明と物質合成を有機的に結びつ
けることにより、世界をリードする医療材料・
デバイス創製を目指します。

＜グループ長＞ ＜サブグループ長＞

和田　健彦　教授（多元研）
■生命化学に基づく安全・安心医薬
材料創製

　人工核酸や修飾タンパク質などを活
用した次世代インテリジェント型ナノ
バイオ機能材料の論理的設計・合成、そ
して物理化学的手法に基づく機能・物
性評価、応用を中心に研究展開していま
す。

上田　宏　教授（資源研）
■タンパク質の部位特異的修飾と酵
素の反応分割による新規診断システ
ムの構築

　抗体などタンパク質の部位特異的蛍
光修飾技術の開発と、発光酵素など複数
の反応をを触媒する酵素の反応分割に
よる、新規診断素子・システムの構築を
目指す。
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山口　明人　特任教授（産研）
■異物排出トランスポーターの構造
と機能

　病原細菌やがん細胞の多剤耐性原因
である異物排出トランスポーターの構
造・機能解析を行い、阻害剤開発のため
の構造に基づく分子設計を行う。

中谷　和彦　教授（産研）
■核酸と小分子の相互作用による核
酸機能の創製、制御
　核酸の構造、配列特異的に相互作用す
る小分子を創製する有機化学研究と、そ
れら小分子を使った核酸のもつ遺伝子
の発現制御と、新たな核酸への機能付与
とその制御に取組む。

駒谷　和範　教授（産研）
■音声認識技術に基づく対話による
情報検索システム

　音声認識技術により人間の発話内容
を認識し、情報提供を行うシステムに関
して研究を行う。オントロジーなどの構
造化された知識源を用いた対話につい
ても検討を進める。

西野　邦彦　准教授（産研）
■細菌薬剤抵抗性制御機構解明と新
規治療法開発

　病原細菌の抗菌薬抵抗性と環境感知・
応答の制御機構を明らかにした上で、細
菌の多剤耐性と病原性を同時に軽減さ
せることのできる新規治療戦略の情報
基盤を構築する。

岡島　俊英　准教授（産研）
■タンパク質の構造・機能解明と細
菌情報伝達タンパク質を標的とする
抗菌剤開発への応用
　酵素、細菌情報伝達蛋白質などの機能
性蛋白質の構造と機能を解明し、高感度
バイオセンサー、新規抗菌性薬剤、ピン
ポイントＤＤＳ用バイオナノカプセル
などの開発を目指す。

永井　健治　教授（産研）
■単量体型光増感蛍光タンパク質の
開発と生命研究への展開

　光照射により 1 重項酸素を産生する
単量体型蛍光タンパク質ならびにその
波長変異体を開発し、生細胞内における
標的生体分子の不活性化や光線力学癌
療法などへの応用を試みる。

西　毅　准教授（産研）
■オーファン輸送体の生理機能の
解明と創薬

　機能未知な輸送体の構造や機能を脂
質を中心に解析することで、新しい細胞
間の物質輸送のネットワークの全容を
解明し、輸送体を標的とした創薬の確立
を目指す。

新藤　充　教授（先導研）
■医農薬の開発に貢献する生体作用
有機小分子の設計と合成
　生物活性天然物を起点として生体作
用有機小分子を設計、合成、評価し医薬、
農薬の開発に繋げるとともに、標的生体
高分子の特定と作用機序の解明に有用
な分子ツールを開発する。

狩野　有宏　准教授（先導研）
■グラフト高分子による腫瘍集積性
DDS の開発と免疫制御因子の探索
　PEGグラフト高分子の構造制御によっ
て、腫瘍集積性の高いドラッグデリバ
リ̶キャリアを開発している。また、肝
臓構成細胞およびガン細胞からの免疫
性因子の同定を目指している。

木戸秋　悟　教授（先導研）
■微視的材料力学場設計による細胞
運動・機能操作材料の開発
　独自の材料表面弾性分布の精密微細
設計技術を用いて培養力学場応答型細
胞運 動を制御することで、運動と連動し
た機能制御を可能とする新しい細胞操
作材料の構築に取り組んでいる。

高原　淳　教授（先導研）
■医療材料・デバイスの表面特性精
密構造制
　医療材料・デバイス用ソフトマテリ
アルのナノファブリケーション技術、表
面化学修飾技術、さらに表面・界面構造
物性解析技術に関する共同研究を行う。

玉田　薫　教授（先導研）
■プラズモンナノアンテナ構造のバ
イオイメージング応用

　金属ナノ微粒子の多次元（１次元、２
次元、３次元）結晶および複雑系におけ
る局在プラズモンの協同的励起と高感
度バイオイメージング応用について検
討する。

久堀　徹　教授（資源研）
■タンパク質の機能制御機構の新規
解析技術の開発

　光合成電子伝達系に支配される酸化
還元タンパク質の制御機構を解明する
ため、機能制御機構の新規解析技術、酸
化還元タンパク質の分子状態の新規解
析技術等の開発を行う。

加藤　修雄　教授（産研）
■有機低分子による細胞内信号伝達
経路および遺伝子発現の制御
　有機低分子による 14-3-3 たんぱく質
の機能制御や内部・外部表面認識型酵
素阻害剤による細胞内信号伝達経路の
制御と、ペプチド核酸による遺伝子解
析・発現制御に取組む。

若林　憲一　准教授（資源研）
■鞭毛運動のレドックス調節

　真核生物鞭毛運動はレドックス（酸化
還元反応）によって調節を受ける。鞭毛
研究のモデル生物である緑藻クラミド
モナスを用いて、レドックス調節の分子
機構を研究している。

谷口　正輝　教授（産研）
■１分子技術によるバイオナノデバ
イスの開発
　１分子技術により、生体分子の機能を
電子デバイス上で実現するとともに、医
療診断技術の高度化・高性能化を目指
し、バイオイノベーションの創出をめざ
しています。

八木　康史　教授（産研）
■医療用センシングとコンピュータ
ビジョン技術

　本研究では，人体を対象とした 3次元
形状復元，運動解析技術，半透明物体の
内部構造可視化のためのセンシングな
らびに画像解析技術に関する研究を実
施する。

伊勢　裕彦　准教授（先導研）
■糖鎖高分子の細胞認識能を用いた
診断デバイスなどの医療材料の開発
　細胞に相互作用を持つ糖鎖高分子を
設計し、その細胞認識能を利用した様々
な疾患に対する診断デバイスや薬物送
達システムの開発を目指している。

藤井　正明　教授（資源研）
■複合分子ビルディングブロックの
光機能解析
　超分子や生体分子は複数の分子が複
合して精緻な分子認識など極限機能を
実現する。そこで複数のレーザー光を用
いる先端光計測法を開発し複合分子系
の機能解明を目指す。
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